
 

     

【2020年卒採用】の失敗を繰り返さないために 

 

採用活動で最も重要な「母集団形成」にはどのよ

うな手法があるのか、最新の事例からメリット・

デメリットを比較しながら母集団形成についてま

とめました。 

 

また、スマホ世代の就活生（3年生の夏インターン

シップ参加学生）と長期間に渡り、伝える・繋がる

新たな方法を最後に紹介します。 

 

 

新卒採用で一番重要とされるのが母集団形成です。 

どんなに経営戦略や労働環境が優れた会社であっ

ても就活生に知ってもらえなければ意味がありま

せん。 

 

新卒採用の基本である母集団形成ですが、その手

法は様々です。 

母集団形成にはどのような手法があるのか、最新

の事例からメリット・デメリットを比較しながら

母集団形成についてまとめました。 

 

また、スマホ世代の就活生は LINE など SNS の

普及で、メールを見ない・電話を使わなくなって

います。 

 

さらに普段使いの SNS は友人や家族とのプライ
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連絡ツールとしては避けたいと願っています。 

 

スマホ世代の就活生と長期間に渡り、伝える・繋

がる新たな方法を紹介します。 

 

◆母集団形成とは 

 

母集団形成とは、自社の求人情報に興味を持って

くれる学生（母集団）を集めることを意味します。 

 

近年、重要視されている理由として大学生の人数

が限られている一方で、企業側の採用意欲が高ま

って求人数が増えているため、人材の獲得競争が

激しさを増しているからです。 

 

マイナビ企業調査では全業界で前年より厳しかっ

た理由に母集団の確保が挙げられており、応募学

生数・ES提出学生数・説明会参加学生数・1次面

接受験学生数において約半数の企業が減少傾向に

あると答えています。 

 

特に知名度の低い企業には死活問題。 

時期や状況にもよりますが会社説明会にまったく

参加者がいない企業も珍しくありません。 

企業はいかに自社にマッチした人材を効率的に集

め、求める人物像に自社の情報を届けるかが新卒

採用を成功させる大きなポイントになっています。 

 

【新卒採用における母集団形成方法１０選】 
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これまではナビ媒体が母集団確保の主流でしたが、

大学生の特徴や思考が多様化し、企業のニーズも

細分化した結果、様々な方法やサービスが生まれ

ています。 

 

採用予算や人材要件に合わせて最適な母集団確保

の方法を見つけましょう。 

 

１．就職サイト 

 

リクナビ・マイナビ・キャリタスが主要媒体です。 

もっともメジャーな母集団形成方法になり、過半

数の就活生が登録するため多くの募集企業が利用

しています。 

数十万円～からの掲載料金を支払い、企業情報を

登録し、自社の説明会に誘致するのが基本的な流

れです。 

メリットは多くの就活生にリーチできるのが強み

です。 

デメリットは大手企業と比較されるため知名度の

低い企業や、事業内容が地味な企業(BtoB)は埋も

れやすい傾向にあります。 

 

必要に応じてオプション広告を利用し、露出を増

やす必要があるかもしれません。 

大量採用に向いており使い方が簡単な点も魅力で

すが、学生からのエントリーを待つだけの受動的

（受け身）な採用活動になりがちで、エントリー

が少ない場合の対策も限られています。 

うまくいけば採用コストをおさえることができま

すが、採用ができなくても求人広告費が発生する

ため無駄になる可能性もあります。 

 

業種・職種・特定の学生層に特化した就活サイト

も多数あります。 

 

広告・マスコミ業界に特化した「マスナビ」、エン

ジニアに特化した「エンジニア就活」、体育会に特

化した「アスリートナビ」、外資系に特化した「外

資就活ドットコム」、ベンチャー企業に特化した

「パッションナビ」が存在します。 

 

２．採用ホームページ 

 

母集団形成に必要不可欠なのが自社採用ホームペ

ージです。 

 

様々な方法と合わせて準備される補助的な役割が

多いですが、応募動機の形成にも繋がる重要な役

割です。 

 

合同説明会や就活サイトで自社に興味をもってく

れた学生が、「どんな事業内容なのか」「どんな社

風なのか」と具体的に企業研究する際にアクセス

します。 

 

デザイン性だけでなく、就活生にとって知りたい

情報がしっかりホームページに掲載されているこ

とが重要です。 

 

メリットは就活サイトや説明会では伝えきれない

情報を伝えることができる点です。 

 

募集要項だけでなく、先輩社員の情報や、入社後

のキャリアプラン、福利厚生など様々な情報を言

葉と写真、または動画で伝えましょう。 

 

３．SNS（ソーシャルリクルーティング） 

 

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

を活用した採用活動はソーシャルリクルーティン

グと呼ばれ、代表的な SNS として Twitter、

Facebook、Instagram、YouTubeが挙げられます。 

 

新卒採用アカウントを取得し、自社の採用情報や

ニュースを配信し、ユーザー（学生）と直接つなが



ることができるのが特徴です。 

無料で利用できるのがメリットですが、運用負担

が大きいとの声もあり、多忙な時期になると定期

的な情報発信が続かず、更新が止まる企業も多い

です。 

 

また SNS広告として利用する企業もいます。 

学生の登録者も多い Twitter や Facebook に新卒

採用の広告をだし、潜在層への認知度拡大を狙う

企業もいます。 

Twitter 広告はリスティング広告と同様に表示さ

れるだけでは費用は発生せず、返信やクリック数

に応じて課金されるエンゲージメント課金です。 

 

最近では YouTubeの利用が活発化しています。 

採用を目的とした動画広告や、公式チャンネルを

開設し、採用ホームページのコンテンツの一つと

して動画で会社の雰囲気や仕事内容を伝える企業

も増えています。 

動画広告では動画の視聴前に流せる動画広告（イ

ンストリーム広告）は伝えられる情報が豊富なの

が魅力ですが、動画制作費はそれなりの費用が発

生します。 

 

４．合同説明会・就活イベント 

 

合同説明会とは、たくさんの企業が一堂に会して

会社説明会を開催するイベントです。 

 

会場は大小様々ですが、国内最大級になると数万

人が来場するイベントもあります。 

 

短時間で多くの就活生に知ってもらえ、触れ合え

るメリットがあります。 

 

各地域の主要都市でも大小様々な会場で開催され

ており、小規模なイベントや就活セミナーと題し

たイベントもあります。 

参加する際は会社紹介の映像やノベルティグッズ

を準備したり、会社案内パンフレットを準備しま

しょう。 

 

５．学内セミナー・学内説明会 

 

学内セミナーとは、各大学内で開催される合同企

業説明会です。 

 

主に就職課（キャリアセンター・就職支援センタ

ー）が主催し、就職活動の初期の学生が業界研究

や情報収集を目的に参加します。 

 

学内で開催されるため平日でも多くの学生が参加

してくれるのが特徴で、企業側の担当者も大学

OB・OGが担当し、気軽に質問する形式が一般的

です。 

 

大学３年の秋頃から開催され、志望業界が決まっ

ていない学生にアピールできるため、印象に残り

やすいのがメリットです。 

 

６．人材紹介会社 

 

人材紹介会社の中には新卒学生を紹介してくれる

企業があります。 

 

完全成功報酬のため、初期費用もかからず何名紹

介されても採用しない限り費用は発生しないのが

特徴です。 

 

エージェントが選考以外の業務を代行してくれ、

書類選考など一次選考の役割も担ってくれます。 

 

エージェントは文系や理系といった属性といった

基本的な要望だけでなく、特定スキルをもった学

生が欲しい、海外のグローバル人材が欲しいとい

った要望にも対応してくれます。 



「あと一人だけ採用したい」など少人数の採用や、

新卒採用社内スタッフが追いついていない場合、

急な欠員募集が発生した場合に利用する企業が多

いです。 

 

エージェント側も厳選した人材を紹介するため、

紹介される人材は多くないと思ったほうがいいで

しょう。 

 

７．インターンシップ 

 

インターンシップとは、主に大学三年生を対象に

就業体験をしてもらう制度です。 

 

夏休みや冬休みの期間を利用し、一日から数日間

の期間で実施されます。ナビサイトやインターン

シップ専門の求人情報サイトで募集し、必要に応

じて面接をし、開催日という流れです。 

 

実際の現場での仕事体験やロールプレイング形式

の仕事体験、シミュレーション体験、企画立案や

課題解決型のグループワークなど様々な内容があ

ります。 

 

本選考に有利になる内定直結型や長期実践型イン

ターンシップもあります。 

 

2020 年卒学生の多くが、1Day インターンシップ

に参加するようになりました。 

 

８．ダイレクトリクルーティング 

 

ダイレクトリクルーティングとは企業自らが学生

を探し、説明会や選考の案内を送る手法です。

OfferBox（オファーボックス）、iroots（アイルー

ツ）、JOBRASS（ジョブラス）等の逆求人型就活

サイト（就活スカウトサイト）で企業側が学生に

直接アプローチ（スカウト）する方法になります。 

学生側の登録者も増えており一般的になってきま

した。 

メリットは自社の採用ターゲットに絞った質の高

い採用活動できる点です。 

 

学生の価値観やパーソナルな情報も確認してオフ

ァーを送れるため、選考過程でのミスマッチを減

らせることができます。 

 

デメリットは企業自らが時間をかけて自社に合っ

た学生を探さなければいけないため、大量採用す

るには人事部の負担が大きいと言えます。 

（採用予算に余裕があれば、外注（アウトソーシ

ング）も選択肢の一つです。） 

 

９．リクルーター制度 

 

リクルーター制度とは、自社の OB・OG社員が就

活生に直接コンタクトをとる制度です。 

 

目的や役割は各社で違い、大学の教授に依頼して

優秀な学生を紹介してもらったり、若手社員が大

学の後輩にコンタクトをとったり、説明会に参加

した学生の中から連絡をしたりと様々です。 

 

人材の発掘だけでなく、企業理解の促進や志望度

の向上もリクルーターの役割としている企業もい

ます。 

 

他社に先駆けて優秀な人材とコミュニケーション

を図ることができるだけでなく、人事部が対応で

きない一人一人に対してリクルーターを通じて深

い企業理解をサポートできるのがメリットです。 

 

デメリットは現場の社員にとって負担が大きい点

です。 

 

通常業務に加えて採用という時間外労働や休日出



勤などの仕事も増えてしまうため、会社全体の理

解やリクルーターへの配慮が必要になってきます。 

１０．リファラル採用 

 

リファラル採用とは、社員に友人・知人を紹介し

てもらう採用手法です。別名リファラルリクルー

ティングとも呼ばれ、中途採用やアルバイト・パ

ート採用でもおこなわれており、縁故採用（コネ

採用）と違うのは血縁者ではない点です。 

 

新卒採用においては若手社員や内定者から部活動

やサークルの後輩を紹介してもらうことを指しま

す。 

 

母集団形成には不向きながら、会社のカルチャー

を理解した人間からの紹介であるため、ミスマッ

チは起こりづらい特徴があります。 

 

無料で始められるのもメリットですが、自社のこ

とを「紹介してもいい」と思わせる魅力的な会社

であることが最低条件となります。 

 

従業員側の紹介する心理ハードルも低くなるため、

インターンシップから依頼することをおススメし

ます。 

 

◆母集団確保の注意点 

 

複雑化した新卒採用において一つの方法だけで完

結できるほど母集団形成は簡単ではありません。 

 

母集団形成にはお金がかかるタイプ（広告型）と、

手間がかかるタイプ（運用型）の二つが存在しま

すが、楽で簡単な方法は一つもないと思ってくだ

さい。 

 

事前準備が必要だったり、運用負担が大きい施策

だったり様々ですが、「楽をしよう」とは思わない

ことから意識改革をしましょう。 

 

間違えなければきっと苦労した分だけ多くの魅力

的な学生と出会えることになります。 

 

◆集めた母集団を効率的に面接へ促す就活生フォ

ローの方法 

 

様々な方法で集めた母集団形成を効率的に促すこ

とも考えなければいけません。 

 

学生にとって就職活動の時期は多くの会社を知る

機会であるということは、一社一社の印象が薄く

なってしまい、目移りしてしまいやすいです。 

 

また企業側の課題として、人事部が採用サイトに

現場の社員の顔写真をお願いしても「誰でもアク

セスできるサイトで名前や顔を出したくない」「名

前や写真が悪用されないか心配」と断られるケー

スが非常に多いです。 

 

そうした悩みを解決させるためには就活フォロー

（3 年生の夏インターシップ参加学生）から活用

できる SNS アプリ「Chaku2 NEXT(ちゃくちゃ

くネクスト)」がおススメです。 

 

招待制のため、企業と招待した学生しか見ること

ができないクローズド SNSのため、第三者に悪用

される心配は全くありません。 

 

就活フォローアプリ「Chaku2 NEXT」はインター

ンシップ合同企業説明会で出会った学生に登録を

促すことで、長期的・継続的に接点を持つことが

できるのが最大の強みです。 

 

特にインターンシップのように、選考面接開始の

時期まで期間が空いてしまうケースに効果を発揮

します。 



「Chaku2 NEXT」は①ゲストと②メンバーと③

スタッフの 3つのグループを一元管理できます。 

 

①ゲストとは 3 年生のインターンシップ参加学生

向けに企業側の情報発信のみに機能が特化してい

ます。 

 

学生同士はお互いの情報を見ることをできなくし

ており、お互いのプライバシー保護に配慮した設

計になっています。 

 

②メンバーとは 4 年生の 5－6 月頃から、内々定

者をフォローするようになっており、内定者同士

のコミュニケーションが可能で、SNSを使ったグ

ループワーキングや課題提出のためのファイルア

ップなどの機能が用意されています。 

 

③スタッフとは採用担当者や主に入社 2－3 年ま

での若手社員が参加し、ゲストやメンバーの学生

に対し入社への動機付け目的に、先輩社員として

「入社の理由」「働きがい」「暮らしぶり」をインス

タグラム風の SNSで伝えていきます。 

 

人事採用担当者はこれら 3 つのグループを PC 画

面から一元管理できます。 

 

◆就活フォローアプリ「Chaku2 NEXT」運用のポ

イント 

 

スタッフに入社 2－3 年の若手社員を参加させる

ことで、就活振り返りができ早期離職防止に繋が

ります。 

 

また、採用担当者にとって母集団形成、インター

ンシップ実施、内定者フォロー、新入社員研修と

年々業務が増え続けていますが、それら業務の一

部（SNS投稿）を若手社員に分散することができ

ます。 

◆まとめ 

 

新卒採用では地域・業種に関わらず母集団確保が

年々難しくなってきており、楽観視して新卒採用

をスタートすると、途中からではリカバリーでき

ない可能性もあります。 

 

特に、前号のメルマガでお伝えしましたが 

 

「４．合同説明会・就活イベント」「５．学内セミ

ナー・学内説明会」については参加学生が激減し

ていますので、期待すると大変なことになります。 

 

母集団形成の方法は多角化していますので、どの

方法が最適なのか慎重に見極め、選考スケジュー

ルを逆算して戦略的に母集団形成するようにしま

しょう。 

 

巻末にアプリ体験方法記載しています。 

◇◆◇◆スマホアプリ「Chaku2NEXT」のデモを 

いますぐ体験できます◇◆◇◆ 

１） お使いのスマホに「ちゃくちゃくネクスト」 

アプリ無ダウンロード 

・GooglePlayまたは App Storeで 

「chaku2-next」と検索 

 

２）ダウロードが完了したら、 

・企業Ｉに「jinji」と入力 

 

３）ユーザーログイン画面でメアドとパスワードを入力 

デモアカウント：member@chaku2.jp 

パスワード：1111 

を入力します。 

mailto:member@chaku2.jp


お問い合わせ先 

 

株式会社サーフボード 

担当者：本庄孝司 

honjo@surfboard.co.jp 

連絡先：0776-52-2134 

〒910-0842 福井県福井市開発 2丁目 614 

URL   https://www.surfboard.jp/ 
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